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１．はじめに 

今、建設現場は大きく変革しようとしている。国土交通省では、「ＩＣＴの全面的な活用（ＩＣＴ土

工）」等の施策を建設現場に導入することによって、建設生産システム全体の生産性向上を図り、

もって魅力ある建設現場を目指す取組であるｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎを進めている。平成２８年４月に

は新たな１５の新基準及び積算基準が導入された。 

ｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎのトップランナー施策である“ＩＣＴ技術の全面的な活用”は、測量～設計・施

工計画～施工～検査の全ての過程を通して、ＩＣＴ技術から得られる面的な３次元データを一貫し

て使用することで生産性の向上を図るものである。 

委員会でとりまとめられた報告書には“全面的な活用を進める上での課題“として、①監督・検

査技術等の未整備、②ＩＣＴ建機の普及が不十分、と報告されているほか“直ちに取り組むべき事

項”として①新基準の導入、設備投資に関する支援、②ＩＣＴ土工に対応できる技術者の拡大、③

技術開発等、が挙げられている。 

今回の発表では、これら課題・取り組むべき事項に着目しながら、延岡河川国道事務所管内の

道路改築現場でのＩＣＴ土工工事の導入状況※を報告、またｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎを推進するために

延岡で行っている取り組み状況ついて紹介を行う。 

※平成２８年４月のｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ本格導入以前の発注工事であるため、施工段階の情報化施工と

なる。 

 

２．工事箇所 

 一般国道２１８号高千穂日之影道路（延長５．

１ｋｍ）の深角地区はインターチェンジを計画

しており、大規模な切土（約３６万ｍ３）及び盛

土（約２３万ｍ３）によって形成されている。当

該箇所の改良工事を平成２７年から工事着手

しており、現在も工事施工中である。 
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１）工事状況１ ・・・宮崎２１８号深角地区改良工事 Ｈ２７．３～Ｈ２８．３ 

当該地の最初の改良工事である。切土頂部へ進入するための工事用道路の施工であるが、用

地制約があったため複雑な線形の施工となった。 

従前の２次元の設計図面（平面・縦・横断図）を元に、施工に必要な範囲の３次元設計データを

作成し、３Ｄマシンガイダンスを用いてバックホウにより土砂掘削約２．８万 m3、法面整形３，８２０

m2 を施工している。 

 

 

施工業者の評価は以下のとおりで、経済性では劣ったが、不要となる人員を他の作業に費や

すことができる等、生産性の向上が確認できている。 

・３D マシンガイダンスシステムのリース費用が高価で経済性に劣っている。 

・測量作業等の削減により、作業員と重機の接触災害が低減された。 

・丁張設置や法面整形の勾配確認が削減され、作業員の高所からの転落災害が低減された。 

・施工途中の測量作業待ちが無くなり、工程短縮に繋がった。 

・モニター通りに施工するだけで、オペレータの技量に左右されず、日当たりの施工量が増加。 

・人員の配置（測量・法面勾配確認者）が不要になった。 

 

２）工事状況２ ・・・宮崎２１８号深角西地区改良工事 Ｈ２８．１～Ｈ２８．７ 

前述の後工事であり、工事用道路を活用して切土約２．９万 m3、法面整形４１０m2 を施工する。 

着工前測量をＴＳ測量に加えてＵＡＶ測量を実施し、着工前測量の検証を実施、３Ｄマシンガイ

ダンスを用いた掘削、法面整形を実施しているところである。完了検査はＴＳ出来形のほかＵＡＶ

ＢＨの施工状況 

（ＧＮＳＳアンテナ） 
ガイダンスの状況 

点群モデル 施工計画図 

写真２ 施工状況 写真３ バケット位置のガイダンス状況 

写真４ ＵＡＶ測量による点群データ 写真５ 簡易３Ｄによる施工シミュレーション 



を用いた出来形検査を実施して導入検証を予定

している等、積極的にｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎに取り

組んでいる工事である。 

 

現時点での施工業者の評価は 

・着工前測量のＴＳとＵＡＶの誤差は±５ｃｍ以

内の精度が確認できた。 

・地上から見えない場所、容易に近づけない

場所に潜む危険も、早期に確認できる。 

・計画が変更になっても、再度現地測量するこ

となく縦横断成果を得ることができる。 

・オペレータは設計・計画を熟知していなくても、ガイダンスに基づいて施工ができる。 

・重機に近づく必要がなくなり安全性が飛躍的に高まる。 

３Ｋ(危険・汚い・キツい)と言われてきた土木作業も、ＩＣＴ土工の全面的な活用によって生産性

向上はもとより、もっと安全で、もっと魅力ある建設現場を目指す取組である「i-Construction」によ

って劇的に変わっていくとのコメントを頂いている。 

 

３．延岡での取り組み 

１） 推進体制づくり 

 ｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎの推進のため、本省で

はｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ委員会（Ｈ２７．１２）、ＩＣ

Ｔ導入協議会（Ｈ２８．２）、九州地方整備局

ではｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ推進会議（Ｈ２８．３）

を立ち上げ行動方針が策定されている。延

岡河川国道事務所においても九州で一番早

くＨ２８．４．１３に宮崎県北（延岡・日向・高千

穂）の建設業協会とｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ推進

協議会を設立した。 

また技術副所長をリーダーとする推進チー

ムも立ち上げ、平成２８年度は①関係機関と

の推進に向けた認識の共有、②技術者の人

材育成を目標に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

施工写真 

 

写真６ 施工状況 

写真７ 推進協議会の設立式 

図２ 推進チームの構成 



２）具体的な取り組み 

①第１回勉強会を開催 Ｈ２８．６ 

国・県・市町の土木関係職員と県北３地区の建設業

協会が１３０名参加し、事例報告や実演を行う勉強会を

開催した。 

座学では整備局施工企画課よりｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ

の概要説明をはじめ、導入の進んでいる施工業者から

の事例報告を行い、現地においては 

・ＵＡＶ測量（ドローンを飛行させて実際に測量の実

演、参加者によるＵＡＶ操縦体験） 

・レーザー測量（最新のレーザースキャナによる点群

モデルの作成実演） 

・マシンガイダンス（バックホウによる法面整形の実演、

運転席のガイダンス画面の確認） 

短時間ではあったが座学・現地とも実践的な内容で

あったため、理解しやすかったとの声のほか、早くも２回

目を望む声があった。 

②高校生への出前講座 Ｈ２８．６ 

工業高校の生徒に実際に最新ＩＣＴ技術に触れても

らうことで興味を持ってもらい若手技術者の確保につな

げることを目的に出前講座を開催した。平成２６年から

ＵＡＶ測量の出前講座を行っていたが、今回は現地で

のマシンガイダンス等の体験も組み込んでいる。参加者

からは「自分の思った以上に技術が発達しており驚い

た。」との感想があった。 

 

４ まとめ 

いよいよ新基準に基づく工事発注が行われ、本格的にｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ（ＩＣＴ土工工事）が始

まる。短時間のうちに本格導入されており、官民共にこれに追随できているかが一番の問題と考え

る。 

各地で勉強会・講習等が行われているが、全ての土木技術者が一度は触れる機会を設け、ま

た担当者向けにより実践的な講習会の開催や、習熟者によるサポートが必要と思われる。 

また施工業者（技術者）のなかでもいち早くｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎに着目し独自に取り組んでいる

先駆者（トップランナー）が存在している。このような技術者と連携すると効果的に推進が図られる

のでないか。 

ｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎは、今後数年でさらなる飛躍的な進化・発展が想像でき、これに常に対応追

随することが今後の鍵である。九州でも延岡がトップランナーと言われるようｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎの

推進に尽力したい。 

 

出前講座写真 

延岡工業 

 

写真８ 勉強会（座学）の状況 

写真９ 勉強会（ＵＡＶ測量）の状況 

写真１０ 出前講座（ＭＧ）の状況 


